




















今冬のインフルエンザワクチンの需給の状況について  

都道府県インフルエンザワクチン担当者会議  

1．今冬のインフルエンザワクチンの需要と現状  

（1）今冬のインフルエンザワクチンの需要については、毎年4月に実施された世  

帯及び医療機関のアンケート調査に基づき、「インフルエンザワクチン需要検  

討会」（6月18日開催）において、2，057万本～2，154万本程度と  

予測したところ。  

（2）「インフルエンザワクチン需要検討会」においては、返品につながる注文を  

是正し、流動在庫を増やすため、医療機関からの初回注文を前年の使用量と  

同水準とすることとし、6月29日に都道府県及び関係者に通知したところ。  

（3）8月末現在での各都道府県のインフルエンザワクチンの当初予約状況は、対  

前年度の医療機関の使用実績と同水準の1，673万本（1mL換算）である。  

16年度の実流通量：1，840／予測値1，996万本  

16年度の実使用量：1，643／予測値1，996万本  

2．出荷の状況  

（1）当初の製造予定量は最大2，150万本であり、現在製造、検定等が行われ  

ているところ。  

（2）製造中のワクチンに係る各メーカーからの状況等によれば、自家試験の結果  

等により、一部に出荷できない恐れがあるロットが報告されたため、現時点  

での製造見込み量は、2，020～2，100万本の範囲とされ、当初製造  

予定よりも減少予定である。  

（3）ワクチン接種のピークは11月であるが、予約量1，673万本については、  

10月下旬までに出荷される予定であり、昨年の製造流通実績からみても、  

製造量の減少により需給が不安定となる可能性は少ないものと考えている。  

3．今後の対応  

（1） 出荷量の減少があっても、需給において心配はなく、メーカー備蓄在庫も6  

0万本確保されているため、買い占め等の返品につながる過剰な注文を行わ  

ないよう呼びかけを強化。  

（2） 今後の需要の動向を見ながら、必要に応じ増産の指導も検討。  

（3）毎週の地域別卸在庫及びメーカー在庫の状況を国から都道府県への提供と  

当該在庫情報に基づく都道府県内での積極的な流通対策の実施を要請。  

（4） シーズン段階での需要動向の把握のため、9月末に第二回のインフルエンザ  

ワクチンの需要予測を公表予定。  

（5） 卸売販売業者において、医療機関の予約に対して円滑な流通を行うよう指導。   




